
実施内容 局所麻酔薬中毒に対するイントラリポス輸液の使用について

対象 手術等で使用する局所麻酔薬で中毒症状を来たした患者さん

承認日 2026年3月17日

対象期間 永続的に使用

目的・概要

局所麻酔薬の中毒症状としては、けいれんや頭痛・嘔吐などの他に、稀に

心停止など重大な循環器症状を生じることがあります。これは局所麻酔薬

を用いるあらゆる場面で起こる可能性があります。

中毒が疑われる場合は、速やかに局所麻酔薬の投与を中止し、血圧・心電

図・パルスオキシメータの装着、静脈ラインおよび気道の確保、その他必

要な対症療法を行いますが、重度の低血圧や不整脈を伴う重症例には、脂

肪乳剤（イントラリポス）の静脈内投与によって、局所麻酔薬の排泄を促

進することが効果的とされています。

診療科 全診療科

使用場所 手術室・病棟

使用条件

『日本麻酔科学会 局所麻酔薬中毒への対応プラクティカルガイド』の記述

に準拠し、体重1kgあたり1.5mLの静脈内投与と、それに引き続き毎分

0.25mL/kgの速度で持続注入を行います（循環が回復しない場合は

1.5mL/kgの静脈注射を繰り返します）。最大投与量は 12 mL/kgを目安

とします（体重70kgの場合、全量840mL）。

予想される不

利益と対策

最大投与量以下であればほとんど副作用はありませんが、脂肪乳剤の一般

的な副作用として、アナフィラキシーショック、血清アミラーゼ上昇、膵

炎、脂質異常症などが知られています。呼吸状態、血圧の確認、採血検査

などを行い、副作用が生じていないか確認します。

脂肪乳剤の投与開始直後は、投与前に比べて局所麻酔薬の血中濃度が一時

的に上昇する場合がありますが、慎重に経過観察を行います。

なお、脂肪乳剤は本来血液凝固障害、肝障害がある患者さんでは投与禁忌

ですが、救命のためやむを得ず投与する場合があります。

本診療の任意

性と撤回の自

由について

この診療行為へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくもので

す。ご不明な点やご心配な点がございましたら、ご遠慮なく下記の連絡先

までお申し出ください。この診療行為を希望されない場合でも不利益を被

ることはありません。なお、添付文書の定める範囲内での使用では安全に

医療を提供できないと医師が判断した場合、再度ご説明させていただく場

合があります。

問い合わせ先
東邦大学医療センター佐倉病院　各診療科担当医師

電話：043-462-8811（代表）
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